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県アレルギー疾患電話相談の実施状況について 

＜平成 31年 4月～令和元年 11月分＞ 
 

 

 １ 実施状況 
 

    ➣ 相談開始日 平成３０年６月１日 

    ➣ 相 談 日 月曜日～金曜日（週５日） 

    ➣ 開 設 時 間 午後１時～４時 

 

 

 ２ 実施結果 

 （１）相談件数  １４３件（１月あたり平均：１７．９件） 

 （２）相談の内容等 

              

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ア 疾患別相談状況（単位：件） 
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イ 相談のきっかけ（単位：件） 
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ウ 相談者の本人との関係（単位：件） 
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エ 患者の年代（単位：件） 
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 オ 相談内容（重複２） 
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カ 相談結果 
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＜相談の例＞ 

＊子供が乳児期よりアトピーで、肌がかさつく場合にはヒルドイド軟膏を塗布している。軟膏を塗らなくても

良い時期は来るのか。（小学生の母） 

＊去年まで卵アレルギーで完全除去をしていたが現在は解除されている。先日、体調不良の時に摂取した

ところ、口唇周囲に発疹が出現した。翌日は保育園でも除去するように言われた。体調不良時は、その

都度このような対応で良いか。何か症状が出現した際はどうしたら良いか。（幼児の母）  

＊スギ・ヒノキアレルギーにて、点眼薬の処方あり。鼻の周りの湿疹と痒みが悪化したが、他にアレルギー    

  があるのか。どこに受診して調べてもらえばいいか。（本人） 

＜学校職員からの相談の例＞ 

＊米、小麦アレルギーの児童に代用できる食品で対応していたが、販売中止となった。今後どうしたら良い

か。（未就学施設職員） 

＊アレルギー食の園児は給食時の座席を離した方が良いか。決まりや食後の掃除方法などマニュアルは

あるのか。（未就学児施設職員） 

＊現在アレルギー対象の児童はいないが、今後の対応について検討している。カカオマスは「その他のナッ

ツ類」に分類して記載した方が良いか。（学校給食の栄養士） 

 


